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家計消費は21万円減！

安倍首相は臨時閣議で来年10月の消費税10％への増税を予定通り行うことを表明しました。増税で私たちの負担はどうなるのでしょうか？

10％増税による税収は5.6兆円、複数税率導入による1兆円を引いても、4.6兆円の税収となります。これは国民一人あたり約3.6万円の負担増、１世帯では約8万円の負担増となる額です。
　負担が重く、経済を底から冷え込ませる消費税は中止にしましょう。


家計調査では、安倍政権の発足前と比べて2人以上の世帯における消費支出は21万円も減少しています。大企業の内部留保が425兆円を超えるなか、実質賃金は年換算で18万円も下落しています。

2018年は台風や豪雨、地震など災害が多発しています。これから復興しようとする被災者にも負担を強いるのが消費税です。母子家庭や高齢者にも負担を暮らしと経済が悪化する中で、貧困と格差の拡大に追い打ちをかける消費税増税をストップしましょう。　
消費税率10％で1世帯8万円の負担増！


安倍政権の増税宣言をはね返そう！











国民1人


約3.6万円！

















消費税廃止各界連絡会　


東京都豊島区目白２-36-13　


電話　03-3987-4391








